
尾駮

高牧

菅江真澄の肖像画
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②

●秋田城

●志波城
●払田の柵



石帯の表面 平安貴族の後ろ側の装束と帯

  

帯と石帯

高牧

相野の牧

有度
蟻渡野

蟻渡野の変遷と想定範囲（絵図の牧は青枠か？）

①
②

17 年（1704）茂右衛門と九左衛門が御野馬別当。

⑥ 大間野：正保 3 年（1646）御野となり、享保 5 年

1720)大間(野守源三郎)と奥戸（野守四郎右衛

門）が一牧になり、宝暦（1751～）頃二牧となる。

⑦ 三﨑野：明暦 4 年（1658）別当三光院を野守に。

⑧ 北野牧：寛文 4 年（1664）覚兵衛を野守に。

⑨ 蟻渡野：寛文 12 年（1672）兵蔵が別当に。

御野馬別当は、2 月下旬から、肥料供給とダニ駆除

のための野焼きの「焼切り」や土手の修繕などの普請

を行い、各野（牧）の「野放し」放牧の時期決定とその立

ち合いをする。また、各野の見分（巡検）と絵図の作成、

各野の馬見役が実施する馬数・失馬・紛れ馬・狼害等の

報告を受けての調査と処理を行っていた。7 月中旬こ

ろからは、野取りへの立ち合いが始まり、その他にも、

野守と名子達の生活維持と救済を行っていた。

各野（各牧場）では、4 月に入り野火が行われ、中旬

には馬の放牧が始まる。15 日は住谷野、16 日は相内

野、17 日は有戸野。ほとんど同時に新古の土手普請も

行っていた。有戸野での土手普請では、土手の長さ計

642 間で、1 間につき人足 3 人、１日につき 200 人

で合計１，926 人、日数は 10 日。もう一つは 11 日で

延べ 2,126 人の工事に、積上げもあった。

春の農作業もあり、村々の負担は、

大変なものであったことがわかる。

江戸時代に有戸野の野守木村家に伝わる伝承。「鞍

を打っていたから倉内。馬を引くのに泊まったから泊。

生れ出たところが出戸。尾がブチの馬がいたので尾

駮。鷹待場の架の高さと同じだったので鷹架村。」

「七戸通蟻渡野ノ図」 岩手県立図書館蔵 「蟻渡野」の位置 出典：地理院地図

新庄平近くの土塁跡

二又地区の馬耕の様子           軍馬の放牧場               八森地区の大草原


